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１．概要（Summary） 
電子ビーム誘起堆積Ptナノワイヤーから電界電子放出し

た電子ビームが，スクリーン上で縞模様を示すことが既に

報告されている。その起源は，ナノワイヤーの先端の異な

る 2 点から放出された電子ビームによる干渉縞だと考えら

れる。本研究では，ナノワイヤーからスクリーンまでの空間

に磁場を印加し，磁場中でこの縞模様を観測することによ

り，この縞模様の起源を明らかにすることを目的とした。筑

波大学で電子ビーム誘起堆積プロセスを行い，大阪大学

で電子放出特性の評価を行った。その結果，磁場を印加

した時のパターンの移動量は，古典的な粒子がローレン

ツ力を受けると考えた場合にみつもられる移動量よりも大

きかった。この結果は観測された縞上パターンの起源が

量子力学的な干渉効果であることを強く示唆している。た

だ，今年度は，まだデータが不足しているため，確定的な

結論にはいたらなかった。 
 
２．実験（Experimental） 
(1)大阪大学で，タングステンワイヤの電解研磨と表面処

理おこなった。 
(2)筑波大学では，FIB-SEMを用いて電子ビーム誘起堆

積 Pt ナノワイヤーを堆積した。 
(3)大阪大学で磁場を印加しながら，電界電子放出特性

の評価を行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig.1 に観測された電子放射パターンの例を示す。(a)は
スポット状のパターン，(b)は縞状パターンである。スポット

状パターンでは，磁場を印加したときのパターンのスクリ

ーン上での移動量は，古典的粒子がローレンツ力を受け

て運動するモデルで説明できた。しかし，(b)の縞状パタ

ーンでは，そのようなモデルで見積もられる移動量よりも

大きく移動した。このことは，この縞状パターンの起源が量

子力学的な干渉効果であることを強く示唆している。 
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